
山鳩文庫タイトル一覧 2026年4月1日

 No. タイトル 著者  No. タイトル 著者

1 果てしなき山行 尾崎　隆 82 久摺日誌　自由訳　 松浦武四郎／原文

2 おもかげ記－藤堂高虎 岸　宏子 83 十勝日誌　自由訳 松浦武四郎／原文

3 青春のアライ文具店 中澤　天童 84 いのちなりけり 葉室　麟

4 １リットルの涙（難病と闘い続ける少女亜也の日記） 木藤　亜也 85 花や散るらん 葉室　麟

5 真説　今昔物語－煮ても焼いても食えない人々－ 岸　宏子 86 影ぞ恋しき 葉室　麟

6 ホタルの日記　わが子に伝える命の終章（エピローグ） 中村　光代 87 人質の朗読会 小川　洋子

7 秘密の花園 バーネット 88 深呼吸の必要 長田　弘

8 いつかの未来は夏の中 小沢　由美 89 本をどう読むか　幸せになる読書術 岸見　一郎

9 十五少年漂流記 ベルヌ 90 イオンを創った女の仕事学校 東海　友和

10 怪談 小泉　八雲 91 嫌われる勇気 岸見　一郎・古賀　史健

11 伊勢志摩春秋－ふるさと再発見－ 川口　祐二 92 幸せになる勇気 岸見　一郎・古賀　史健

12 雷（いかずち）走る－大相撲をつくった男たち－ もりた　なるお 93 村上春樹、河合隼雄に会いに行く 河合　隼雄・村上　春樹

13 伊勢の亀山昔ばなし 久野　陽子 94 ロウソクの科学 ファラデー

14 鈴鹿の関の昔ばなし 久野　陽子 95 一切なりゆき 樹木　希林

15 釈迦と十人の弟子たち 中村　晋也 96 鐘よ鳴り響け 古関　裕而

16 江戸川乱歩傑作選 江戸川　乱歩 97 レシピを見ないで作れるようになりましょう。 有元　葉子

17 ちっちゃなかみさん 平岩　弓枝 98 錦繡 宮本　輝

18 赤目四十八滝心中未遂 車谷　長吉 99 可愛い世の中 山崎　ナオコーラ

19 大きな時計 舟越　保武 100 こんとんじいちゃんの裏庭 村上　しいこ

20 長崎の鐘 永井　隆 101 春風になろう 加藤　正美

21 鳥は飛ばねばならぬ＊命一途に生きるための詩集＊ 坂村　真民 102 西蝦夷日誌 松浦　武四郎／原文

22 アンデルセンどうわ一年生 末吉　暁子 103 南総里見八犬伝① 松尾　清貴

23 潮騒 三島　由紀夫 104 南総里見八犬伝② 松尾　清貴

24 感じて歩く 三宮　麻由子 105 南総里見八犬伝③ 松尾　清貴

25 愛、深き淵より。（筆をくわえて綴った生命の記録） 星野　富弘 106 南総里見八犬伝④ 松尾　清貴

26 小説　星守る犬 原田　マハ 107 南総里見八犬伝⑤ 松尾　清貴

27 芙蓉の人 新田　次郎 108 ふるさと雑記 鳥居　嘉郎

28 東京下町殺人暮色 宮部　みゆき 109 こんな老い方もある 佐藤　愛子

29 新幹線をつくった男　伝説のエンジニア・島秀雄物語 高橋　団吉 110 結願 小杉　健治

30 馬医（上） チョン・ミョンソプ, パク・チソン 111 平成三十年　上 堺屋　太一

31 馬医（中） チョン・ミョンソプ, パク・チソン 112 平成三十年　下 堺屋　太一

32 馬医（下） チョン・ミョンソプ, パク・チソン 113 島へ浦へ、磯部へ 川口　祐二

33 神の子どもたちはみな踊る 村上　春樹 114 ざらざら 川上　弘美

34 下山の思想 五木　寛之 115 邂逅 小杉　健治

35 笑って！礼子 近藤　礼子 116 阿呆旅行 江國　滋

36 南極のペンギン 高倉　健 117 小川洋子と読む内田百閒アンソロジー 内田　百閒

37 生きる力　森田正馬の１５の提言 帚木　蓬生 118 ヒマラヤの子守傘 尾崎　隆・尾崎フレデリック

38 忍び歌 岸　宏子 119 くやしいけれど イトー　トキオ

39 花のレクイエム 辻　邦生 120 老いの福袋 樋口　恵子

40 関宿かるた解説 ＮＰＯ東海道関宿ほか 121 びりっかすの神さま 岡田　淳

41 川柳でんでん太鼓 田辺　聖子 122 敗れざる者たち 沢木　耕太郎

42 声に出して笑える日本語 立川　談四楼 123 永遠をさがしに 原田　マハ

43 ふつうがえらい 佐野　洋子 124 大月関平伝 　剣聖塚原卜伝の系譜 芝村　哲三

44 親不孝長屋 池波　正太郎ほか 125 闇を泳ぐ　全盲スイマー、自分を超えて世界に挑む。木村　敬一

45 極上の流転 松村　友視 126 5分で落語のよみきかせ ふしぎなお話の巻 小佐田　定雄

46 ああ面白かったと言って死にたい 佐藤　愛子 127 青い罠　阿刀田高傑作短編集 阿刀田　高

47 なんくるない よしもと　ばなな 128 銀の猫 朝井　まかて

48 松尾芭蕉 小倉　肇 129 七つの黒い夢 乙一　恩田 陸　北村 薫　誉田 哲也　西澤
保彦　桜坂 洋　岩井 志麻子

49 ふるさと銀河線 高田　郁 130 ふしぎ〈霊験〉時代小説傑作選 西條 奈加　泉 ゆたか　廣嶋 玲子　宮本
紀子　宮部 みゆき

50 道をひらく 松下　幸之助 131 四月になれば彼女は 川上　健一

51 この時代小説がすごい！時代小説傑作選 伊東　潤ほか 132 四月になれば彼女は 川村　元気

52 アメリカひじき・火垂るの墓 野坂　昭如 133 上野先生、フェミニズムについてゼロから教えてください！ 上野 千鶴子　田房 永子

53 ふくわらい 西　加奈子 134 土を喰らう十二ヵ月 中江　裕司

54 くらしのきもち 大橋　歩 135 お探し物は図書室まで 青山　美智子

55 流離　吉原裏同心①　「逃亡」改題 佐伯　泰英 136 みちづれの猫 唯川　恵

56 十津川警部　特急「しまかぜ」で行く十五歳の伊勢神宮 西村　京太郎 137 沖縄のことを聞かせてください 宮沢　和史

57 ラストレシピ　麒麟の舌の記憶 田中　経一 138 無名仮名人名簿 向田　邦子

58 ヒーローインタビュー 坂井　希久子 139 橋ものがたり 藤沢　周平

59 わが映画の青春～日本映画史の一側面 衣笠　貞之助 140 あなたの牛を追いなさい 枡野 俊明　松重 豊

60 置かれた場所で咲きなさい 渡辺　和子 141 おちくぼ姫 田辺　聖子

61 影裏 沼田　真佑 142 時刻表2万キロ 宮脇　俊三



62 山の名作読み歩き　読んで味わう山の楽しみ 大森　久雄／編 143 ちくま日本文学００９　坂口安吾 坂口　安吾

63 ひとしずくの涙、ほろり。 芥川　龍之介ほか 144 ひとり酒の時間イイネ！ 東海林　さだお

64 活版印刷三日月堂　星たちの栞 ほしお　さなえ 145 さみしい夜にはペンを持て 古賀　史健

65 活版印刷三日月堂②　海からの手紙 ほしお　さなえ 146 銀杏 : 久野陽子個人誌. 創刊号～第6号 久野　陽子

66 活版印刷三日月堂③　庭のアルバム ほしお　さなえ 147 銀杏 : 久野陽子個人誌. 第7号～第13号 久野　陽子

67 山田方谷　河井継之助が学んだ藩政改革の師 堂門　冬二 148 銭一文: 伝説の地行脚録 久野　陽子

68 布石　吉原裏同心13 佐伯　泰英 149 岸辺露伴は叫ばない 維羽裕介　北國ばらっど　宮本深礼　吉上 亮

69 決着　吉原裏同心14 佐伯　泰英 150 山椒魚 井伏　鱒二

70 今日の風、なに色？ 辻井　いつ子 151 東海道五十三次 関宿四十七番札「関宿かるた 続く七七」関宿トリビア47 ～関宿の歩き方～ 東海道関宿まちなみ保存会

71 決断。全盲のふたりが、家族を作るとき 大胡 田誠・大石 亜矢子 152 黒い雨 井伏　鱒二

72 伴走者 浅生　鴨 153 ある晴れた夏の朝 小手鞠　るい

73 旅猫リポート 有川　浩 154 ひふみん×もぎけんほがらか脳のすすめ誰でもなれる天才脳の秘密 加藤 一二三　茂木 健―郎

74 パリわずらい　江戸わずらい 浅田　次郎 155 富士山 平野　啓一郎

75 活版印刷三日月堂④　雲の日記帳 ほしお　さなえ 156 目の見えない精神科医が見えなくなって分かったこと 福場　将太

76 昭和二十年夏、僕は兵士だった 梯　久美子 157 世俗の価値を超えて菜根評 野口　定男

77 夏の花・心願の国 原　民喜 158 「司馬遼太郎」で学ぶ日本史 磯田　道史

78 満願 米澤　穂信 159 大活字版 老人の取扱説明書 平松　あい

79 転んでもただでは起きるな！定本・安藤百福 安藤百福発明記念館／編 160 大活字版 定年夫婦のトリセツ 黒川　伊保子

80 イオンを創った女　評伝小嶋千鶴子 東海　友和 161 ライオンのおやつ 小川　糸

81 松浦武四郎入門　幕末の探検家 山本　命


